
昭和50年度ポリオ流行予測調査

成績について

原田誠三郎＊庄司キク＊森田盛大＊

須 藤恒久＊＊

I はじめに

秋田県では，昭和42年度から本調査を厚生省委託事業

として実施してきたが，本年度も秋田市外旭｝l|地区と鹿

角郡小坂町地区の2地区を選定し，感染源調査（ウイル

ス分離試験）および感受性調査（ポリオ中和抗体保有試

験）を実施したのでその結果を報告する．

:n: 実験材料及び実験方法

A.実験材料

感染源調査のための被検糞便材料は，衷 1に示すよう

に，秋田市外旭川地区では昭和50年8月26日に20名，

又，鹿角郡小坂町地区では昭和50年 9月10日に20名の計

40名から採取し，検査時迄ー70°Cに保存した．

感受性調査のための被検血清は，秋田市外旭川地区の

112名と鹿角郡小坂町地区の116名から採取し．いずれも

検査時まで一20°cに保存した．

B.実験方法

昭和50年度厚生省流行予測事業ボリオ検査術式l)に準

じて行なった．なお，中和抗体価測定はマイクロクイク

一法によって行なった．

I[ 調査成績

A．ウイルス分離成績

両地区から採取した20検体より麦 1に示す6株のウイ

ルスが分離されたが，ポリオウイルスは検出されなかっ

た．すなわち，外旭川地区から2株 (Cox.B-3型が 1

株およびECH0-5型が 1株），小坂地区から 4株（

Cox.B-3型が2株， Cox.A-9型が 1株および未同

定が 1株）がそれぞれ分離された．

表l． 感染調査成績（ウイルス分離成績）

採恥也区月日 1 秋田市外旭川地区 S.so. 8.26 I 鹿角郡小坂町地区 S.SO. 9.IO 

年 令 | 数 I 盈性喜 I ボ リ オI ポリオウイルス被検 ウイルス 以外のウイルス
数 1紘嘉 I ボリオI ボリオウイルス

被検 ウイルス 以外のウイルス

゜ | I I | I I 
I 41 I 1 (Cox.B-3) I 41 I 1（未同定）

2 I I I I I 
3 I 41 I I 41 I 3 （ Cox.B-3…2 ほ）

Cox.A-9・・・ 1 

I I I I I I 4 

5 | I | I I | 

6 I 31 I I 41 I 
7 I 11 I I 2| I 
8 I I I l | I ， 

4! I I (ECH0-5) I 11 I 
10~13 41 i I 41 | 

計 201 | 2| 201 I 4 
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B・ポリオ中和抗体価測定成績

両地区の年令別ポリオ中和抗体保有率を表2，表3,

図1および図2に示した．

表2． 秋田市外旭川地区の年令別ボリオウイルス中和抗体保有状況

4 倍 ス ク リ ー ニ ン グ 64 倍スクリーニング

年令： ： I型In型夏型言響言 I型n型I夏型青言言讐1冒

］`］：i[［言：］］：：；［：］：］；喜I三；！］；：］］：口:;[;::;1]:::1
|(7}:7)1 （悶。）1(7;：2)1(5!5)1(44:4)1 ぷ。）1（g)II(16巳6)1(6!!1)1(16:6)1(33:3)1(22:2)1(5!5)I(38:8) 

(7;:7)1 (f弓。）.

I （認。）1（認。成，芸8)1(g)1(7!1)1(9〉:8)(8)1(42:8)|(7i!5)1(42:8)|(21:4)1 ふ。）1（14;2)|(14;2)
| （器。)!&。)1（闘。）1（g)| §。)1 &。)|e g)II ¢。)|e:0)! cg。)|(:0)I 乱。）！心。）I_c~。)•
I c品。）1(認。）1(晶。）Ic g)I c g)I（品。）1（3)II(63:6)1(81:8)1(45:4)1(36:3) (36:3)1(27:2)1 (8) 

|(8:;1)1(;全:8)1(7;:2)1(6:3)|(2::1)1(6;!3)1 (5:4)II(3::1)|(6;:6)|(2芸93)1(41:9)1(2}!6)¥（↓:9)¥(2{:4) 

註（ ）内数字は抗体保有率（％）を示す．

， 
l 

2 ~3 I 11 

4 ~6 I 17 

7 ~ 9 I 18 

10~12 22 

13~1s I 14 

16~19 l 10 

20~ I 11 

計 I 112 

表3. 小坂lIlJ地区の年令別ボリオウイルス中和抗体保有状況

-----
4 倍スクリーニング 64 倍スクリーニング

被検 免疫が免疫が免疫が免疫が 免疫が免疫が免疫が免疫示年令人員 I型 1型直型向；讐攣叩~I :m:`;I屹袢臀食雰
20 | (g。)1 (2。)| (f5)I (15)1 &5)1 ば。）1ほ。）II (g5)I (55)| (15)| §。)1 （ら）I（15)I 悶5)

lo | c:0)1 cig。)|e:0)1 孔。)1 &。)|e:0)1 (00)II ぶ。）1(闘。）1辻。）1乱。）1（ぶ。）1c悶）1（図）
20 | g5)| c唸。）I詮。)1 &)1 &5)I 拷5)1 &)II ci。)| g5)1 且。）I拷5)la。)| g。)1 ば。）

11 1(9認，）1(品。）1（63:6)| &)1(45:4)|(54:5)1 (00)II(27:2)1(9認，）1（9!。)1(54:5)1(36:3)1 &)1 ef8) 
15 |(7恥I晶。）1（8よ恥1(6:6)I(26:6)1(6よ恥IふII(13:3)1 乱。）1（13]3)I(7贔l(6!6)1 (6!6)l 蜘
13 1(9よ百3)1（閥。粛，芸3)1(7!6)| (00成，芸3)| c図）II(38:4)1(7岱，）I（23]。)I(46:1)I(23]。)1(15:3)| eg3) 
14 l（認。）1(認。）1（認。)|&)| (00)1 （闊。）1&』＆。）1＆。)|(57:1)|(14:2)|(7::4)| c怠）1ef4) 
13 |(9芸3)|c閥。）1e}3。)|(00)| (7!6)1(9芸3)1 &)II(53:8)1(7認，）I（53:8)1(15乞3)1(38:4)1(30:7)1 迂3)

1 16 |(83:1)1ふ閃6)|(7g:6)|(3:4)1(2f:5)|(6::6)|(1も:3)II(3:!3)1(7g:2)|(2f:5)1(4忍5)|(3茫。）1（認6)1(22.17)

註（ ）内数字は抗体保有率（％）を示す．
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図l．ボリオウイルス各型に対する抗体保有率

（秋田市外旭川地区）
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図2．ポリオウイルス各型に対する抗体保有率

（小坂町地区）

秋田市外旭）II地区におけるボリオウイルス各型に対す

る平均中和抗体保有率をみると， 4倍スクリーニングで

は1型が92.8％と最も高く，ついでI型の82.1%, 直型

の73.2％であった． 64倍スクリーニソグでも同様の傾向

を示し， 1型が22.3%, I型が32.1%, ]I型が22.3％の

順であった．

年令別にみると， 4倍スクリーニングでは若年層にお

ける直型の保有率と 10--12オ群の I型の保有率が若干低

い傾向を示した．

64倍スクリーニングでは， 1型を除き， 10ー12オ群以

下ではほぼ20％以下であった．また， 3種の型に対する

抗体を保有するものが 4倍スクリーニングでは63.3％ま

た64倍スクリーニングでは 8.9％であったがいずれの型

に対しても抗体を保有しないものが 4倍で 5.4%, 64倍

で21.4％も認められたことは注意されねばならず，特に

0-1オ群の抗体陰性率が顕著であった．

一方，鹿角郡小坂町地区における平均中和抗体保有率

は秋田市外旭川地区とほぼ同様であった．年令別にみる

と，若年層で若千高い傾向がみられたが，有意差ではな

かった．また， 3種の型のいずれに対しても抗体 (4倍

）を保有しないものが 0-1オ群で60％も認められてい

る点，秋田市外旭川地区と同様に，予防接種対策上留意

する必要があろう．

wまとめ

昭和50年度ポリオ流行予測事業として，秋田市外旭川

地区および鹿角郡小坂町地区の住民合計 228名について

感染源調査と感受性調査を実施し，次の結果を得た．

l)感染源調査ではCox.B-3型が 3株， Cox.A-

9型が 1株， ECH0-5型が 1株および未同定株

が 1株夫々分離されたが，ボリオウイルスは検出さ

れなかった．

2)感受性調査では，これまでの成績と同様に， I型

に対する抗体保有率が最も高かった．

3)又， 3種の型に対る抗体保有率 (4倍）は外旭川

地区で63.3%, 小坂町地区で64.6％であったが，ぃ

ずれの型に対しても抗体 (4倍）を保有しないもの

が外旭川地区で 5.4%, 小坂町地区で10.4％に認め

られ，特に 0-1オ群において顕著であった．

稿を終えるにあたり，本調査に御協力下さいました県

公衆衛生課，秋田保健所，鹿角保健所および関係機関に

深く感謝します．
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